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論 文 内 容 要 旨
第1章 緒 論
グ リコー ゲ ンは動物,植 物,微 生物 に広 く分布す る。貝類は哺 乳動物 とは異 な り、
生体 内に グ リコー ゲ ソを多量 に蓄積す ること,そ の蓄積 は周年変 化 を示す ことで知
られ ている。従 つて貝のグ リコーゲ ン代謝は噛乳動物 などとは異 なつて いる可能性
があ る。
貝、のグ リコー ゲ ソについてはすでに数多 くの報告が ある・ しか し・そ の性質 につ
いて は抽出法 の検討 が十 分でな く,得 られて いるデー タは本来 の グ リコーゲ ソを代
表 している とはいい難 い 。また代謝に関 して は酵素化学的研究 がほ とん どな:されて
いない 。よ つて本研究では,抽 出法 に よるグ リコー ゲ ソの性質 の変化を調べ るとと
もに,電 顕 に よる形態観察 を行い,貝 類 の本来 のグ リコー ゲ ソの性質を明 らかに し
た。代謝 に関 しては,分 解系 のKeyenzymeで ある1グ リコーゲ ンホスホ リラーぜ
(以下ホスホ リラーゼ)を 精製 し,そ の酵素化学的性質 を調べ,貝 のグ リコー ゲ ソ代
謝 を考察 した 。本研究では,貝 と して重要養殖種で あ るカキ,ホ タテ,ア ワ ビを用
いた。
第2章 グ リコーゲ ンの性質
2-1グ リコーゲ ンの一般的性質
2-1-1抽 出法 の違いに よ るグ リゴーゲ ンの性 質の差 異 ,
抽 出法 の違 いによ るグ リコ ーゲ ンの性質 を比較す るために,カ キ(全 組織)を 材
料 と し,抽 出中に酵 素作用 を受 けず,nativeな 状態で グ リコーゲ ソを抽 出で きると
されてい るジメチルスルホキ シ ド(DMSO)
抽 出,酸 で蛋 白を沈澱 させ ることによつて グ リ
コーゲ ンを抽出す る トリク ロロ酢酸(TCA)
「抽 出
・ さ らに市販(5%ZnSO4rO.2MBa(OH)を
抽 出,半 井薬品 ㈱)グ リコ、一ゲ ソを用 いた。'
SepharoseCL-2Bゲ ル ろ過(図)1;
DMSO抽 出グ リコ ーゲ ソはVo付 近に小 さ:な











































れ た 。TCA抽 出 グ リ コ ー ゲ ソ,お よ び 市 販 グ リ コ ー ゲ ソ に はVo付 近 に ピー ク は み
られ ず,DMSO抽 出 グ リ コ ー ゲ ン よ り低 分 子 化 して い た 。
超 遠 心 分 析;S値 はDMSO抽 出 .119S,TCA抽 出98S,市 販 品48Sで あ つ た 。
ネ ガ テ ィ ブ 染 色 に よ る 電 顕 観 察;DMSO抽 出 グ リ コ ー ゲ ソはrosette状 を 呈 して
て い た が,TCA抽 出 お よ び 市 販 グ リ コ ー一ゲ ン は 小 さ く,不 定 形 で あ り,rosette状
は み られ な か つ た 。 グ リ コー ゲ ン粒 子 の 大 き さ はDMSO抽 出20-180nm,TCA
抽 出10一 一130nm,市 販10-40nm







プル ラナー ゼに よる分解;プ ルラナ























A抽 出10.8%,市 販24.8%で あ つ
た。分 解 物 の ゲ ル ろ過 パ タ ーソ(図
3,図4)お よびペ ーパ ークロマ トグ
ラムは抽出法に かかわ らず 同 じで あっ
た 。
以上の結果 は,TCA抽 出 グ リ コー
ゲ ソおよび市販 グ リコ ーゲ ンは こわ さ
れ,小 さ くな つてお り,か つ プル ラナ
ーゼに よる分解作用を受け易 くな つて
いるが,基 本構造 は保持 されて いるこ
とを示 して い る。DMSO抽 出 によ り,
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※ プル ラナ ー ゼ はA鎖 を切 る と され て い る・
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が認 め られた 。
2-1-2カ キ,ホ タテ,ア ワビグ リコーゲ ンの性質
カ キ ゐ 全 組 織,ホ タ テ の 閉 殻 筋,ア ワ
ビの 足 の グ リ コ ー ゲ ン をDMSOで 抽 出
し,そ の 性 質 を 調 べ た(表1)。
カ キ,ホ タ テ,ア ワ ビ グ リ コ ー ゲ ソ の お
の お の の 平 均 鎖 長 は12。3,12.9,12,9,
β 一 ア ミ ラ ー ゼ 分 解 限 度(瑚 は32.3,




















































㌦ カ キ お よ び ア ワ ビ グ リ コ ー ゲ ソ のSep-
30
haroseCL-2Bゲ ル ろ 過 パ タ ー ン は 大
zo
小2つ の ピ ー ク を,ホ タ テ は ブ ロ ー ドな
is
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グ リ コ ー ゲ ソ 粒 子 の 電 顕 嫁 はrosette
状 を 示 し(写 真)そ のサ イ ズ は カ キ20～
180nm,ホ タ テ20～120nm,ア ワ ビ20
～230nm(図6)で あ つ た 。 こ の サ イ ズ
の 分 布 の 形 は ゲ ル ろ 過 パ タ ー ン に 対 応 し
た 。
プ ル ラ ナ ー ゼ に よ る分 解 率(%)は カ
キ6・3・ ホ タ テ9.8・ ア ワ ビ3.6で あ つ た 。
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分解物はG2～Gloか ら成 り,主 成分 はG3,G4お よびG6で あつた(図7,図8)。
いずれ のグ リコーゲ ンもイ ソア ミラーゼ(α 一1,6結 合分解酵 素,に よ り,完 全
に分解 され,そ の分解生成物 のゲル ろ過パ ターンは対称な単一 ピークを示 した。重
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ゲ ソ粒子 はこわ され
て小 さくなる こと,
しか し基本構造 を保 つてい ることが示唆 された。 これは小 さな粒子,い わゆ るβ粒
子 が基本単位 となつてお り・その β粒子 間 の結合 が切れた ためと思 われる。 この β
粒子間 の結合 に関 してはKrismanら の蛋 白のbackbQne・ ・にβ粒子 が結合して大 きな
粒子 を形成す るとい う説,ま たGeddesら の2～3個 の β粒子 が蛋 白の鎖に よ つて
・結合 し,さ らにその蛋 白の鎖 がS-S結 合 す ることによって大 きな α粒子 を形成す
る とい う説,あ るいは糖鎖 では ないか とい う考 え方 もあ り,こ れに関 しては,明 ら
かで ない 。そ こで,こ の β粒 子間の結合について調べ る 目的 で,各 種処理 を行い,
ゲル ろ過,電 顕観察 を行 つた。
カキグ リコーゲ ソ粒子 は0.1NNaOH,・0.5NNaOHの 処理で は大 きな変化 はなか
つたが,30%KOH,30分 煮沸処理 で粒子 は小 さ くなった,(図9)。 また リソタ ン`
グステ ソ酸(PTA)pH2.2・ あ るいはTCA・ 戸且0.5ρ 酸処理 によ り・粒子 は小 さ






































































本研究に用 いた カキグ リコーゲ ソには,蛋 白が2%含 まれて い る。
未処理 グ リコーゲ ンのゲ ルろ過の際,0.1MNaci溶 出では蛋白の ピ ークはVo付
近に シ ヤープな ピ ークとなつて現われ,0.1NNaOH溶 出で はVi付 近 に シヤープな
ピークとな つて現 われた。 しか し,糖 のパ タ ーソは変 らなかつた。この ことは蛋 白
は グ リコ ーゲ ソのlargeparticleに,付 着 し,ア ルカ リによつて離 れた ものであ り,
グ リコ ーゲ ソのlargeparticleの 構造 には関与 して いない ことを示唆 してい る。
さらにGeddesら の方法 に従い,メ ル カプ トエ タノ ール処理 を行 つたが,小 さな粒
子 の増加 はみ られなか った。 またアル カ リプロテ ァ ーゼ,キ モ トリプ シンなどのプ
ロテァ ーゼ処理 で も変化 がなか つた 。以上の結果は β粒子 間の結合 には蛋白は関与
していない ことを示 してい る。
も し,β 粒子間の結 合に関与 す るのが α一1,4一 グル カ ン の糖鎖で あるとすれ
ば,α 一ア ミラ ーゼ処理す ることに よ って,粒 子はバ ラバ ラに なるはずであ る。
α一ア ミラ ーゼは α一1,4一 グル カソ の結合をrandQmに 切 るので,β 粒子 間の





























































α 一 ア ミ ラ ー ゼ で 短 時 間 処 理 す
る こ と に よ つ て,粒 子 は バ ラ バ
ー一一一Control
_Salivaryα 一amylaseラ ぴこな つ た(図12)。 ま た1分
[間 の煮沸処理によつても小 さな




1あ ると結論 した6電 顕観察にお
r'
いて,グ リコ ーゲ ソ粒子 は内か
1ら 外側へ 出芽状 に成長 している
; よ うにみ え る
。 これ らの ことよL
r




,子 がで きると,そ の麺 か ら,
グ リコ ーゲ ン合成酵素に よつて,
糖 鎖 が伸 び,そ こに さ らにグ
リコ ーゲ ソ合成 酵 素,分 枝形





















第3章 グ リコーゲ ンホスホ リラーゼ の精製 と性質
貝類 は多量 の グ リコ ーゲ ソを蓄積 す る。 また,そ の蓄積 は周年変化を示す。 これ
らの現象 は貝類 の特徴で あ り,哺 乳動物 とは非常 に異 な ってい る。 したが って グ リ
コーゲ ソ代謝 も哺 乳動物 と異 な ってい る可能性 があ る。哺 乳動 物においては グ リコ
ーゲ ソの合成 と分解が密接 な関係 をもって調節 されてい る。つ ま り,合 成の ときに
は分解 が抑 え られ る。従 って,ど ち らかの系 を解 明す ることに よ り,全 体 を推察す
ることがで きると考 え られ る。
ここで は,潮 間帯で 固着生活 をす るカキ,お よび運動 力が大 き く,か つ 自由生活
をす るホタテを材料 と し,グ リコ ーゲ ソの分 解 に対象 を しぼ り,酵 素化学的研究 を
行 つた 。
3-1グ りコーゲ ンホ スホ リラーゼ の精製
カキ閉殻筋抽 出液 の30～65%飽 和硫安 塩析画分をDEAE-celluloseカ ラム
にかけ0か ら0.4MNaClの 濃度勾配に よ りボ スホ リラ ーゼ活性 を示す2つ の フラ
クシヨソを得 た。溶 出順 に1,Hと す る。それぞれの フラクシ ヨソにグ リコ ーゲ ソ
を加え,10万5,1時 間の超遠 心分離に よ り,ホ スホ リラニゼ ーグ リコーゲ ソ複合
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体 の 沈 澱 を 得 た 。 こ れ を,DEAE-celluloseカ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー,SeP-
harose6Bゲ ル ろ 過 に よ り
,ホ ス ホ リ ラ ー ゼ ゐ(フ ラ ク シ ヨソ1)お よ び ホ ス ホ リ ラ
ー ・ゼ α(フ ラ ク シ ヨ ソ ■)を 精 製 し た
。
ホ タ テ 閉 殻 筋 抽 出 液 のDEAE-celluloseカ ラ ム で の ホ ス ホ リ ラ ーゼ 活 性 の ピ
ー ク は 単 一 で あ り
・ こ の 活 性 区 分 を5仁AMPSepharose4B,さ ら にSepharo一
ノ
seCL-6Bの ゲルろ過によ り精製 し,ホ スホ リラー ゼゐを得 た。 また,5-AMP
Sepharose4Bの 後に市販 のホスホ リラーゼキナ ーゼを作用 させ,ホ スホ リラー ゼ
ゐをホスホ リラ ーゼ ¢に変換 し,さ らにSepharoseCL-6Bゲ ルろ過 を行い ホ
スホ リラーゼ αを調製 した 。
これ らの精 製酵 素 はいずれ も電気泳動に おいて単一 の蛋 白であ り,そ の蛋 白は活
性染色 の位置 に一致 した。
3-2グ リコーゲ ンホスホ りラーゼ の.性質
カキお よびホタテ閉殻筋 のホスホ リラーゼの性質 を調べた(表2)。
表2Propertiesofg:Lycogenphosphory:Lase
Oyster Scallop
a ゐ d b
OptimumpH 6.8 6.8 b.8 6.8
Optimumtemperature 30ｰC 30ｰC 30ｰC 30ｰC
pHstability 7-10 6.8-9.5 6-10 6.6-9.9
Thermalstability 30ｰC 30ｰC 25ｰC 20ｰC
PI 5.9 6.0 5.1 5.9
Molecularweight
GelfiltrationG104) 25 29 24.5 24.5
SDS(X1び り 12 12 12
カ キ お よ び ホ タ テ の ホ ス ホ リ ラ ー ゼ の サ ブ ユ ニ ッ トの 分 子 量 は,12万 で あ り,カ キ,
ホ タ テ の ホ ス ホ リ ラ ー ゼ α,ゐ と も に 二 量 体 で あ つ た 。 ア ミ ノ 酸 組 成 を 他 の 起 源 の
ホ ス ホ リ ラ ー ゼ と 比 較 す る とAsp.,Ser.,Glu .,Gly.,ILeの 含 量 が 高 か
つ た 。 ホ ス ホ リラ ー ゼ を 活 性 化 す る 金 属 イ オ ソ は な く、Hg2+,Cu .2+に よ り阻 害 を























































































AMPに 対 す るKa値 は;カキ ホス ホ リラ ーゼ α,6.7μM,ゐ253μMホ タ テ ホ ス ホ リ ラ ー
ゼ α2.9μM,亘17.4μMで あ り,他 の 起 源 ホ ス ホ リ ラ ー ゼ に 比 べ ,ホ タ テ の ゐ型
酵 素 のAMPに 対 す る 親 和 性 が 強 い の が 特 徴 で あ つ た 。 カ キ お よ び ホ タ テ の ホ ス ホ
リ ラ ー ゼ αの 活 性 はAMP無 添 加 の 系 で,G6Pに よ つ て 阻 害 さ れ た 。 しか し,こ の
阻 害 は,AMP添 加 に よ っ て 回 復.し た 。'
カ キ お よ び ホ タ テ の ボ ス ホ リ ラ ー ゼ ゐはATP,G6Pに よ り活 性 が 阻 害 さ れ た 。 ま
た カ フ エ イ ソ に よ つ て も 阻 害 を 受 け,阻 害 剤 結 合 部 位 の 存 在 が 示 唆 さ れ た
。AMP,
GIPお よ び,グ リ コ ー ゲ ソ に 対 す る カ フ エ イ ソ,ATP,G6Pに よ阻 害 形 式 を 調 べ






工nhibitor Substrate Type Ki(mM) Type Ki(m型 【)
AMP N 1.5-3.0 N 8-10
Caffeine G-1-P N 6.0 C 3.0-3.1
Glycogen N 1.8-2.7 C 35-39
prtP M 0.05-0.08 C 2.1-2.4
ATP G-1-P C 0.16 C 4.5-4.8
Glycogen c o.i-o.a N 5.7-6.9
唱
幽
AMP C 0.04-0.05 C 0.33-0.36
G-6-P G-1-P C 0.44 C 0.34-0.41




カキのカフエイ ソ,ATP,G6PのKi値 はホタテのKi値 に くらべ ると小 さい 。特
にカキのATPのAMP,GIP,グ リコーゲ ンに対す るKi値 は,い ずれ もホ タテのそ
れ らの30分 の1程 度で あ り,カ キの ホスホ リラーゼ ゐのATPに よる阻害の強 さが
示 された。
第4章 グ リコーゲ ンホスホ リラーゼ と糖代謝
前章 で はホスホ リラーゼを精製 し,そ の酵素化学的性質 を調べ た。哺 乳動物 の筋
肉のホスホ リラーゼは静止状態 のときは ゐ型で あ り,筋 肉 が活動す るときにはホス
ホ リラーゼキナーゼによ り,α 型 に変換 して活性 を示す(図14)。 そ こで,貝 の生
体内で のホスホ リラーゼの調節は哺乳 動物 と同 じか ど うかを調べ る目的で,ホ タテ
とカキの空 中露出時(嫌 気的条件下)の 閉殻 筋のホ スホ リラーゼ活性,ホ スホ リラ
ーゼキナーゼ活性,お よびAMP,ADP,ATP含 量 の変化 を調べた 。
ホタテでは室温2ぴCに 空中露出 した時,ホ スホ リラーゼ活性,ホ スホ リラ ーゼキ
ナ ーゼ活性,お よび核酸組成 に大 きな変化はみ られなか つた(表5,6,7)。 室温
25.5.Cで 行 つた場合ホ ス亦 リラーゼ キナ ーゼ活性 には変化 がみ られなか ったが,
AMP濃 度が時間 とともに増加 した(表7)。 空 中露 出20秒 後4.5μmole/100g
fresh'weightか ら18時 間後 には31.8μm61e/100gfreshweightと なつた。
カキの場合には,ボ スホ リラーゼは α型,b型 ともに存 在す るが,哺 乳動物 のよ
うな ゐ型か ら α型への急速 な変換 はみ られなかつた。 また,ホ スホ リラーゼ,ボ ス
ホ リラーゼキナ ーゼの全 活性 の変化 もみ られなかつた(表8,9)。 しかしAMP含
量は空中露 出30秒 後56μmole/1003freshweightだ つた ものが・時間 とともに









































20sec 10.8 17.9 0.62
5min 11.7 16.3 0.72
1 30min 11.1 19.0 0.58
2hr 15.7 21.7 0.72
17hr 13.1 15.5 0.85
20sec 15.0 22.2 0.67
5min 15.9 26.0 0.61
-- 30min 15.8 20.1 0.78
2hr 10.8 19.8 0.59















20sec 1.2 52.9 840 0.96
5min 1.6 67.8 841 0.96
1 30min 3.2 66.0 798 0.96
2hr 4.9 62.8 704 0.95
17hr 1.9 6フ.3 835 0.96
20sec 4.5 75.0 860, 0.95
5min 6.0 68.8 696 0.95
n 30min 8.2 82.9 840 0.95
2hr 12.1 75.6 709 0.94












Aeriaユ Totalactivity Specificactivity 一AMP鳶 費
exposure* やn'ts/9継,) (岨its/mgpr。tein) +AMP
甲
30sec 3.19 o.ias 0.65
30min 3.66 0,202 0.57
ユhr 2.75 0,135 0.58
2hr 2.91 0,139 0.60
17hr 3.フ1 0,166 o.si
















30sec 12.3 32.9 0.37
30min 17.8 39.2 0.45
1hr 20.3 42.0 0.48
2hr 15.9 33.4 0.48
17hr 13.5 38.7 0.35





Aerial AMP ADP ATP Energy
exposure* mole/100g fresh weight) charge費
30sec 56 190 766 0.85
30min 90 305 aa$ 0.65
1hr 116 319 260 0.60
2hr 131 333 192 0.55
17hr 167 278 152 0.99





・・E。ergy。harg。 ・:鯉 聖 _
AMP十ADP十ATP
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第5章 総 合 考 察
DMSO抽 出 グリコーゲ ンは電顕観察 でrosette状 を示 したが,TCA抽 出グリコー
ゲ ソおよび 市販 グ リコーゲ ンは不定形でrosette状 を示 さず,か つ小 さか った。 こ
れ らの結果 は,TCAが グ リコーゲ ソ粒子 に変化 を もた らす こと,DMSOに よって
よ りnativeな グ リコーゲ ソが抽出 され ること,市 販 グ リコーゲ ソはnativeな もの
と して は扱 えない ことを示 してい る。一般化学 的性 質には抽出法 による差異が認め
られず,酵 素 によ る分解 に差異 が認め られ ることは,TCAが グリコーゲソの三次構
造 を変 える ことを示 して い る。
カキ,ホ タテ,ア ワ ビのnativeな グ リコーゲ ソをDMSOで 抽出 し,性質を調べ電
顕観察 した 。哺 乳動物では,肝 臓のグ リコーゲ ソ粒 子は大 き く(α 粒子),筋 肉の
グ リコーゲ ソ粒子 は小 さい(β 粒子)と 報 告 されてい るが,貝 グ リコーゲ ソは20
㎜ か ら230nmの もの まであ り,サ イ ズ分布は広 く,均 一で なかった 。特 にアワ
ビでは極端に大 きな もの と小 さなものが混在 してお り,そ の中間的大 きさの ものが
み られ なか った。貝では組織的特徴 がみ られず,こ の点,哺 乳 動物 とは異なる もの
と思われ る。
グ リコーゲ ソのβ粒子間の結合 に関 して は,Krismanら やGeddesら の考えが
あつたが,本 研究に よ り,彼 らの蛋 白が結合 に関与す る一とい う説 を否 定 し,糖 鎖 で
あ ることを α一ア ミラーゼ処理に よ り明確 に し,そ れ よ り,新 しいグ リコーゲ ンの
モデルを提 出 した 。
カキ閉殻 筋の ホスホ リラーゼは生体 内では α型,々 型共 に存在 し,働 くものの,
α茎ゴ ゐ変換 は非常にゆ つ くり行われ る もの と思われ る(図14,0YSTER)。 一方,
ホ タテの場合 には,カ キとは異 な り,.常 に ホスホ リラーゼは ゐ型 と して存在 し,生
体内で は ゐ型酵素 が働 いてい るもの と思われ る(図14,SCALLOP)。AMP,ADP,
ATPの 細胞 内の分布 はわか らない 。組織 の水分 が約80%占 め る ものと し,得 られ
た測定値 が平均的 に分 布す るものと仮定 して,議 論 を進 め ると次 のよ うになる。
カキのb・型酵 素はATP,G6Pの 阻 害を受け るが,空 中露 出(嫌 気的条件下)で は,
ATPの 減少にと もない,AMPレ ベルが上 昇す ることに よってホ スホ リラーゼbの
ATPに よ る阻 害 が とか れ ・増 加 したAMPに よ つて 活性 を発 現 す るの だろう。
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ホ タテ の 々型 酵 素 のATPに よ る阻 害 は カキ の ゐ型 酵 素 に 比べると小 さく(ゐ
～ 蕊)・ 一方 ・AMPに 対 す る親和性 が強 い(Ka一 ユ7.4μM)の で,わ ずかのAM
Pレ ベルの上 昇に よつて活性 が発現 され るのだ ろ う。 この ことは,運 動 力の大 きい
ホタテのATPの 補 充 に有 利にな つてい る・ 以上 よ りヂ生体内での ホスホ リラーゼ の
調節 は・カキ,ホ タテ 間で は明 らかに異 な り,ま た ホスホ リラーゼの αご ゐの 相


























審 査 結 果 の 要 旨
貝 類 は 生 体 内 に グ リコー ゲ ンを 多量 に 蓄 積 し,そ の 蓄 積 は 周 年 変 化 を 示 す こ とが 知 られて い る。
従 って 員類 の グ リコ ーゲ ン代 謝 は,哺 乳 動 物 な ど とは 異 な った 特 徴 を 示 す 可 能 性 が 考 え られ る。
著 者 は ま ず 貝 の グ リコ ー ゲ ンの性 質 に つ い て検 討 した。DMSO抽 出 グ リコ ーゲ ン,TCA抽 出
グ リコ ーゲ ンお よ び市 販 グ リ コー ゲ ンの化 学 的性 質 に は差 異 は 認 め られ な い が,電 顕 観察,酵 素
を作 用 させ た 結 果 よ り,TCAは グ リ コー ゲ ン粒 子 の大 き さ に変 化 を与 え る こ と,DMSOに よ り
nativeな グ リ コ ーゲ ンが抽 出 され る こ と,市 販 グ リコーゲ ンはnativeな も の と して は扱 え な
い こ とが判 明 した 。 カキ,ホ タ テ,ア ワ ビの グ リコ ーゲ ンをDMSOで 抽 出 し,そ れ ぞ れ の 性質 を
電 顕 観 察 を 行 った 。 貝 グ リコ ー ゲ ン粒 子 の サ イ ズ分 布 は広 く,均 一 で な く,哺 乳 動 物 とは 異 な り
組 織 的 特 徴 は み られ な か った 。 グ リコ ー ゲ ンの β粒 子 間 の 結 合 に関 して は蛋 白質 は 関与 せ ず,α
一 ア ミラ ーゼ処 理 に よ り糖 鎖 で あ る こ とを 明 らか に し
,そ れ よ り グ リ コー ゲ ンの モ デ ル を提 出 し
た。
著 者 は さ らに カ キ お よ び ホタ テ の 閉殻 筋 の グ リコ ーゲ ンホ ス ホ リ ラー ゼを 精 製 し,酵 素 化 学 的
性 質 を 明 らか に した 。 これ ら酵 素 の一 般 的性 質 は 両 者 と も他 の 起 源 ホ ス ホ リ ラー ゼ と類 似 して い
るが,b型 酵 素 のAMPに 対 す る親 和 性 お よ びカ フェ イ ン,ATP,G76-Pに よ る 阻害 は カ キ と
ホ タ テで は違 い が認 め られ た。 カ キ 閉殻 筋 ホ ス ホ リ ラー ゼ は生 体 内 で はa,b両 型 共 に存 在 す る
が,a=変 換 は非 常 に ゆ っ く り行 わ れ,一 方 ホ タテ の 場 合 に は ホ ス ホ リ ラ ーゼ は常 にb型 と して
存 在 し,カ キ,ホ タ テ と もにAMP,ATPの レベ ル に よ って酵 素 活 性 が 調 節 され て い る こ と が
示 唆 され た。 生 体 内 で の ホ ス ホ リラー ゼ活 性 の調 節 は カ キ,ホ タ テの 間 で は明 らか に異 な り,ま
たaごb変 換 が 急 速 に起 らな い とい う点 で,こ れ らは 哺乳 動物 と は異 な る こ とを 明 らか に した 。
以 上,本 論 文 は貝 類 に お け る グ リコ ーゲ ン代 謝 に新 しい 知 見 を与 え る もの で あ り,審 査 員 一 同,
著 者 は農 学 博 士 の 学 位 を授 与 さ れ る に充 分 な 資 格 が あ る もの と判 定 した 。
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